
来る 10月 26日（土）、今年も大野市民センターまつりが開催 

されます。今年度は 1日のみでの開催となりますが、お馴染みの餅 

つき大会や各サークルさんによる芸能発表会、健康相談コーナーに 

加え、昨今人気の eスポーツのコーナー等々、前年度に負けず劣ら 

ずの充実した内容となっております。 

フリーマーケットや野菜の販売コーナーなどもありますので、当 

日は是非、大野市民センターまでお越しください。 

職員一同お待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

  

令和６年度 第２号 

7 月 8 日（月）「色々な飾り結びを学びましょう」という講座が開催されました。講師は、和

の伝統文化体験教室「爽
そう

華
か

」代表の森山孝子さんでした。森山講師は、一本の紐が織りなす伝統

の美である飾り結び＝「花結び」が、時代の変遷とともに発展してきたことを、スライドで具体

的に説明しました。例えば、善知鳥神社の正面にある幕を結ぶ「総
あげ

角
まき

結び」（大相撲の土俵の上に

も垂れている）は、6世紀の仏教伝来で鉦鼓
しょうこ

（きらびやかな太鼓）の装飾として、平安時代は几帳
きちょう

や御簾
み す

に使われ日常化し、鎌倉時代は兜や鎧に、室町時代は、茶壷の封印や僧の袈裟などに使わ

れ発展した。結びが複雑で優美になったのは、戦がなくなった江戸時代で、花だけでなく、鳥や

虫などをかたどった「花結び」も多く考案され、現在、御守袋に使われている「叶
かのう

結び」もこの

時代のものだとか。「花結び」の歴史を振り返った後、森山講師は、複雑で難しい「総
あげ

角
まき

結び」の

実演をし、受講者のハートを鷲掴み。その後、受講者は、「梅結び」の実技でウォームアップの後、

本日のメイン「吉祥
きっしょう

結び（菊結び）」の模様が引き立つ首飾りの作成に挑戦しました。長さ 160

㎝幅 5㎜程度の組紐を 2つに折り、折った中心から 35㎝ 

（首にかける輪の部分）を待ち針で確保した後、待ち針から 

下の部分と左右にそれぞれ 7～8㎝の輪を 3つ作り、森山講 

師のお手本と結び方マニュアルを見ながら、紐を通していく 

のですが、「先生、もう 1回最初から！」のオンパレード。 

森山講師の根気ある丁寧なご指導に伝統文化を継承させた 

いという熱い想いを感じた受講者たちは、何とか完成まで漕 

ぎつけ、苦労した仲間と万遍の笑顔で称え合いました。 

令和６年１０月１日発行 

       色々な飾り結びを学びましょう  （7/8） 講座レポート 
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大野市民センターまつり開催！（10/26） 市民センターから 

手本を示す森山講師と受講者たち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 8日（木）、小学生を対象に夏休み企画として「夏休み講座・むつ湾かるたで遊ぼう・エコ

工作」という「むつ湾かるた」を通して海洋汚染や地球温暖化について学び、牛乳パックをプロペ

ラにした「パックコプター」というエコ工作を作る講座を開催しました。講師は青森県地球温暖化

防止活動推進員の貝森毅彦さんで、アシスタントに青森県環境パートナーシップセンターの境桂

子さんの協力も得て行いました。まず貝森講師は「青森の海 たんけん 陸奥湾」というスライドを

見せました。ペンギンのキャラクター“ぺんたん”が、陸奥湾の魚や生き物、 

きれいな景色やうまいものを紹介する一方、クジラの死骸の胃から大量のビ 

ニール袋が見つかったり、海水温の上昇でホタテの稚貝が大量に死んだりと、 

我が陸奥湾にも地球温暖化や海洋汚染の波が迫ってきている危機感を参加者 

に持たせました。「う…ウミガメがクラゲと間違うレジ袋」「て…手をつなぎ 

陸奥湾守ろういつまでも」「む…陸奥湾のうまみギューっとトゲグリガニ」な 

ど、貝森講師が札を読み、参加者は低学年と高学年の 2班に分かれて同時に 

絵札を取り合う。「むつ湾かるた」の遊びを通して、陸奥湾を守っていく大切 

さや、陸奥湾の知らなかったよさに気付きまし 

た。その後、長さ 20㎝幅 2㎝の牛乳パックの 

紙をプロペラに再利用した“竹コプター”なら 

ぬ「パックコプター」を作り、みんなで飛ばし 

た後、感想を発表し合いました。「陸奥湾の知ら 

なかったことがいっぱい分かってよかった」と 

いう感想にすべてが凝縮されていました。 

〈 取材・編集 〉 

青森市中央市民センター1F 

青森市生涯学習推進員室 

TEL 017-734-0164（内線 36） 

大野市民センター担当：田中、奈良原 

 

 
和の香りを楽しむ「お香」匂袋作り 

   

開催日：11月 18日（月） 

10：00～12：00 

講 師：和の伝統文化体験教室「爽華」 

代表 森山 孝子 

会 場：大会議室 

定 員：20人    

参加費：1,500円 

準備物：筆記用具 

 

 

★お部屋飾りや贈り物としても人気です。 

 
アーティシャルフラワーで作る 
        華やかなお正月飾り 

 
開催日：12月 17日（火） 

13：00～15：00 

講 師：フラワーコーディネーター 

川口 松子 

会 場：大会議室 

定 員：15人 

参加費：2,000円 

準備物：はさみ、持ち帰り用袋 

★新年はオリジナルフラワーで 

お迎えしてみませんか？ 

お勧め講座・イベントのご案内！ （11～12月） 

夏休み講座・ 

むつ湾かるたで遊ぼう・エコ工作   （8/8） 

） 

講座レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手本を示す貝森講師 

 

        市民センターでの講座やサークル活動が、盛ん

に開催され、コロナ禍以前と変わらない様子です。市民の皆様

の明るく元気に楽しんで、学習活動に取り組む姿が市民センタ

ーに戻ってきました。今後も市民の皆様の学習活動を支援し、

より有意義な学習情報の発信に努めてまいります。 

編集後記 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白熱した高学年の絵札取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

「む」の絵札 


